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コ
ロ
ナ
禍

忠者
の
血
紘
瀾
を
速

隔診
療
に

ニ
ー
ズ
高
ま
る

闘
鐸
讀
l

汀

か検
証
す
る。
濃
器
の
グ
ラ
フ

神
戸
大
病
院
は
2
0
2
2
年
庶
か
ら、
全
H
14
医
療
機
関

(
48)
は
近
年、
腕
や
腹
部
に
セ―
に
踏
づ
い
た
指
海
は
瞬
在、

医

と
連
携
し、
1
型
糖
尿
病
園
の
速
艮垢
療
に
向
け
た
研
究
に

ン
サ
ー
を
つ
け
る

存
で、
血
師
の
経
験
値
な
ど
に
よ
っ
て
竺

乗
り
出
す。
血
糖
値
を
下
げ
る
た
め
に
患
者
が
日
々
殺
与
す

糠
を
測
定
で
き
る
「
持
続
血
釉

が
生
じ
て
お
り、
統一
的
な
指．＂

る
イ
ン

合
ン
の
塁
な
ど
に
つ
い
て、
血
顆
を
自
動
で
譴
定

測定
器
1

が

普及
し
て
き
た
点
導
を
確
立
さ
せ
る
狙
い
が
あ
ト
ワ
ー
ク」
（
佐
聟
県）
も
昨

で
き
る
機
器
を

利用し、
ど
の
医
療
機
関
か
ら
で
も
同
じ
基

に
益
目。
機
器
に
表
示
さ
れ
た
る。

年
12
月、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

警
指
導
で
き

歪ル
法
を
構
緊
る。
研
究
グ
ル
ー
プ
は「
遼

グ
ラ
フ
を

長、
涸
切
な
イ
ン

璽
病
患
者

は新
翌
コ
ロ
ナ
ィ
ン
グ
で

麿
た
1
0
0
0
万

四
で
も、
袈
の
i

愚い
治
療
を

捉供
で
き
る

仕組
み
を
つ
く
り
．
ス
リ
ン
の
差

など
を
指
瑯
す
る
ウ

イル
ス
の
菫
症
化
リ
ス
ク
が

円
を
研

究助
成
金
と
し
て
贈
っ

た
い」
と
し
て
い
る。

（
諏
訪
蓄
史）

造
隔
診
痘
を
実
現
し
よ
う
と、

高
い
と
さ
れ、
通
院
時
の
揺
染
て
い
る。

研
究
を
計
回
し
た。

を

不安
視
す
る
人
も
多
い◇
患

鹿
田
さ
ん
は「
コ
ロ
ナ
禍
で、一

イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
が
不
十
害
な
ど
の
リ
ス
ク
も
轟
ま
る。

共
同
研
究

宜全悠砥、
兵
庫
者
か
ら
は
「
速

隔診
潔
の
仕
組
澪
際
診
療
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ

分
な
1
型
糖
尿

病患
者
は、
食
逆
に、
投
与
す
る
イ
ン
ス
リ
ン

医
科
大
（
四
宮
市）
や
国
立
病
み
が
あ
る
と
心

拙い」
と
研
究
て
い
る。
ど
こ
に
住
ん
で
い
て一

前
な
ど
1
日
に
晟
低
4
回、
イ
の
皇

が多
す
ぎ
る
と
低
血
紐
と

院
機
構
京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
を
歓
迎
す
る
声
が
上
が
っ
て
お

も、
安
心
し
て
医
療
機
関
の
サ・

ン
ス
リ
ン
を
注
射
や
専
用
の
機
な
り、
脱
力
感
ゃ

鬱
な
ど
の
（
京
都
市）
な
ど
M
医
療
檄
閲
り、
恵

者ら
を

支援
す
る
N
P

ポー
ト
を
受
け
ら
れ

るよ
う
に

器
で
自
ら
投
与
し、
血
鞘
値
を
症
状
が
出
て、

鬱
状
態
に
降

の博贋。
機
器
を
装
茫
し
た一
〇
浣
人
「
日
本
I
D
D
M
ネ
ッ

し
た
い」
と
話
し
て
い
る。
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正

常範
囲
内
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

る
ケ
ー
ス
も
あ
る。

す
る
必

要が
あ
る。

患
者
は
食
事
内
容
な
ど
に
応

イ
ン
ス
リ
ン
が
不
足
す
る
ひ、
達
切
な
イ
ン
ス
リ
ン
の
墨．

と、
血

液中
の
糖
分
を
取
り
込
を
投
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず、．

め
ず
に
や
せ
細
り、
坦
合
に
よ
医
師
や
笞
痙
栄
益
士
が
定
期
的

っ
て
は
高
血
糖
に
伴
う
意
識
障
に
指
尊
し
て
い
る。
た
だ、
詣

.
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i

等
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
か
を

日

翠
に
褪
病
院
を
受
診
し

i

1
型
糠
屋晒

イ
ン
ス
リ
ン
を
�

て
採
血
し、
血
糖
の
状
惑
を
示[

-r
産
生
す

畠
瞬
の
細
胞
が、
免
i

す
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
A
1
c．百
Hi

i

疫
の
異
常
な
ど
に
よ
っ
て
壊
れ
る
病
["

b
A
l
C)
を
胴
べ
る
必
要
が

i

気。
国
内
に
十
数
万
人
の
患
者
が
い
-

あ
り、
遠
醐
診
療
だ
け
で
治
寮

一

る
と
さ
れ、
根
本
的
な
治
療
法
は
な
．
 

．
 
を
続
け
る
の
は
眠
し
か
っ
た。

]

い。
体
喪
や
生
活
習

屈界

今丘り
さ
っ
�i

神
戸
大
病

院輝

尿病¢
内
分

[

て
完

症す
る
輯
尿
病

梵
型
に
分
類
．

「

さ
れ
る。

．

泌内
科
学
の
廣
田
房
士
淮
教
授
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